
一年に一度だけ立つ大舞台

　

は
つ
か
い
ち
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

第　

回
公
演
「
天
下
一
ミ
ュ
ー
ジ
カ

１５
ル
阿
国
―
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
―
」
が
、
２

月　

日
、
さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
で

２２
行
わ
れ
た
。
約
１
年
掛
け
て
練
習
し

た
歌
と
踊
り
と
芝
居
で
、
約
７
０
０

人
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

第
１
回
公
演
か
ら
全
作
品
の
作
・

演
出
を
手
掛
け
た
み
つ
ふ
じ
ひ
ろ
あ

き
さ
ん
は
「
今
年
は
練
習
時
間
の
短

い
中
で
、
全
員
が
最
大
限
の
力
を
出

し
切
り
ま
し
た
。
個
人
の
力
が　

倍
１０

に
も　

倍
に
も
な
り
、
総
合
力
を
見

２０

せ
た
舞
台
で
し
た
」
と
話
す
。

　

平
成　

年
に
産
声
を
上
げ
た
同

１０

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
今
年
は
、
小
学
４

年
生
～　

代
の　

人
で
舞
台
を
創
り

５０

２４

上
げ
た
。
活
動
は
自
主
運
営
。
衣
装

や
小
物
も
自
分
た
ち
で
作
り
、
チ

ケ
ッ
ト
も
メ
ン
バ
ー
の
手
で
売
っ
た
。

　
「
見
に
来
て
く
だ
さ
る
方
に
と
っ

て
は
、
私
た
ち
が
プ
ロ
か
そ
う
で
な

い
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
見
に
来

て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
、

そ
ん
な
舞
台
を
創
り
た
い
で
す
」
と
、

は
つ
か
い
ち
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
代

表
の 
長  
本  
沙  
織  
利 
さ
ん
。

な
が 
も
と 

さ 

お 

り

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
、
爆
発
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
感
動
を
伝

え
る
チ
カ
ラ
が
あ
り
ま
す
。
見
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
人
は
、
一
度
で
も

い
い
の
で
ぜ
ひ
舞
台
に
足
を
運
ん
で

―ＯＫＵＮＩ―

はつかいち市民ミュージカル第15回公演

Story―
ときは慶長８（１６０３）年。京の都に戦火の名残がく
すぶる中、狂気に歌い踊る謎の一座があった。それ
は、後に歌舞伎の始祖と称される伝説の女性、「 阿 

お

 国 」が率いる一座。彼女たちの斬新かつ大胆な踊り
くに

は都の人々を熱狂させる。しかし、その一方で一座
を弾圧しようとする権力や利用する欲望などが一座
を飲み込んでいく――。

学校も行く。仕事もする。家事だってする。そんな普通の生活の中、一年に一
度だけスポットライトを浴びるときがある。ミュージカルの舞台に立つとき、
人は輝く星になる―。第１５回を迎えた「はつかいち市民ミュージカル」。今回
の舞台は、江戸時代。例年以上に激しいダンス、あでやかな着物、初めて取
り入れた殺陣で、約７００人の観客を魅了した―。
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ほ
し
い
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

　

毎
回
違
う
演
目
を
公
演
す
る
た
め
、

春
に
照
準
を
合
わ
せ
、
毎
年
５
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
メ
ン
バ
ー
の
募

集
か
ら
始
ま
り
、
舞
台
の
基
本
を
学

ぶ
。
全
員
「
こ
の
日
の
た
め
に
」
と

い
う
思
い
で
約
１
年
を
掛
け
て
舞
台

と
向
き
合
っ
て
き
た
。

　

幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま
り
、
同
じ

空
間
で
一
つ
の
舞
台
を
創
り
上
げ
て

い
く
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
そ
の
中

で
子
ど
も
た
ち
は
「
調
和
」
や
、

「
融
合
」
と
い
っ
た
成
長
に
欠
か
せ

な
い
も
の
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
。

　

ま
た
、
大
人
だ
け
、
子
ど
も
だ
け

で
は
表
現
で
き
な
い
演
技
が
可
能
に

な
る
の
で
芝
居
・
表
現
の
幅
が
広
が

る
と
の
こ
と
。

　
「
舞
台
は
み
ん
な
が
一
緒
に
作
り

上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
周
り
の
人

の
セ
リ
フ
が
あ
る
か
ら
、
自
分
の
セ

リ
フ
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

気
付
き
な
が
ら
、
周
り
を
見
て
動
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
長
本
さ
ん
。

　

毎
週
金
曜
日
に
廿
日
市
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
二
丁
目
２
―

　

）
で
練
習
を
行
っ
て
い
る
同

１６ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
来
年
の
公
演
に
向

け
て
一
緒
に
舞
台
を
創
り
上
げ
る
新

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。
未
経

験
者
も
可
。
問
い
合
わ
せ
は緯
０
８

０
（
１
９
２
５
）
６
０
０
１ 
中  
濱  
泰 

な
か 
は
ま 
や
す

 
洋 
さ
ん
（　

～　

時
）
ま
で
。

ひ
ろ

１８

２１

市民ミュージカルの創設以来参加し、現在
代表を務める長本沙織利さん（ながもと・
さおり、１５年目、２５歳、串戸）。「全員が普
段より動きが良かったです。みんなが笑顔
で力を出し切り、最高のステージを創り上
げることができました」。

▲「着物なのでダンスは難しかったですが、
とにかく楽しかったです」と主役の阿国を演
じた石田晴香さん（いしだ・はるか、３年目、
２１歳、佐伯区）。「練習では苦しいときもあり
ましたが、終わったあとの達成感は言葉にで
きないものがあります。ぜひ多くの人に参加
してほしいです」。

▲阿国に心を揺さぶられ
る役人を演じた向井恵太
さん（むかい・けいた、
６年目、２８歳、宮島）。
「葛藤を表現するのが難し
かったですが、楽しんで
演じることができました」。

▲子役を演じた田中綾さ
ん（たなか・りょう、４年
目、１３歳、地御前）。「練
習では雰囲気づくりに心
掛けています。本番では、
練習以上の演技をするこ
とができました」。

写真＿１・３　メークや衣装の着付けも大事な舞台づくりの一
つ。団員やその家族などが手伝う。「本物のエンターテイメン
ト」を作るため、本番前は緊張が走る。　写真＿２　華やかな舞
台の裏では、地道な努力も欠かせない。舞台の仕込みも団員の
手作り。舞台で光り輝くキャスト。しかし、そのときだけは大
道具係となる。

123 諮謎の僧侶を演じた中濱泰洋
さん（なかはま・やすひろ、３
年目、２９歳、山陽園）。「ダン
スが初めての人も多かった中
で、全員が最高のパフォーマ
ンスを披露できました」。
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